


































鋳造権を握ることを必須のものと考え､彫金の伝統的な技術をもつ後藤家を取り立て､ 貨幣の鋳造にあたらせた｡呉服師後藤家は､家康の三河以来の側近で'呉服師六軒の中心である｡後藤三家のなかでも金銀座後藤庄三郎光次は､貨幣鋳造のほかに､ 康の側近とし 働き､光次をキーマンとして三家は縁戚関係 もっていた｡
後藤家は法華宗の熱烈な信徒で'幕府の厳しい統制を受
けるようになる｡畿内での法度の浸透 は る遠州は､千宗且の弟子でもあ 後藤家 人物達 ､道具組に工夫をこらして茶会に招いた｡第四章　遠州茶会と宇治茶師
茶の湯に欠かせないものは抹茶である｡宇治茶師の上林



























































収録されている四〇〇回に及ぶ茶会記録をすべてを詳細に分析し､遠州が開いた茶会 時期､招いた全客たちの身分･役職･茶風などを明らかにして､招待し 政治的意図や背景などを類推して'その茶会の歴史的意義を明確にし､遠州の茶会が幕肘における彼の政治的活動と深-関連していることを論証し､また茶会とはただ を楽 み合う場だけでなく'深く政治とかかわっ 場であるこ を論証した点であろう　(第1章〜第六章)｡
第三は､四〇〇回近い遠州の茶会の中で注目されるのは､
二五年ぶりに再開される寛永三年　(1六二六)､後水尾天皇の二条城行幸前後からの茶会で'それは通説 否定して'新伏見奉行屋敷での茶会ではな-､京都市中の遠州屋敷で行なわれたことを論証するとともに､そこに招い 幕閣､尾張家､公家などへのもてなしを通して の時期 茶会は二条城行幸を無事遂行させ､朝幕関係の安定を求める遠州の政治的意図を鮮明に読み取ることができるとした点である｡そしてその後の茶会も遠州の政治活動 いかかわりを持つ経済人や宇治茶師を招いた茶会 分析を通 ､彼が畿内における政治的役割に応え｢上方八人衆｣　の一人
としての存在感を確立していった過程を詳細に分析した点であろう　(第一章〜四章)｡
第四は､遠州は以上のような茶会を通して着実に独自の
茶風を確立していった点を､それぞれの茶会においてもてなす茶道具､茶会飾-の分析を通して明らかにLt　さらに一連の茶会を通して　｢遠州好み｣と呼ばれる茶道具を使い広めていったことを証明 た点であろう｡とりわけ筑前福岡藩黒田家 内紛　(黒田騒動)　の解決にかか りつつ'領内産の高取焼の茶道具生産にもかかわり'それらを茶会において積極的に使用して､後に｢給麗さび｣　の極致 いれる｢横森｣を大老酒井忠勝に献上するに至るまでの分析は秀逸である　(第一章〜第六章)｡
第五に'｢上方八人衆｣　の一人として寛永の飢健の危機




る｡本論文は､そこに収録されている四〇〇回に及ぶ茶会の記録すべてを詳細に分析した上で､そこから得られたデータを他の遠州関係の文書類や文献 裏づけるという手法をとっているため､膨大な量の関連史料･文献の収集努めなければならないが'深谷さんはそれを実践した｡と-に遠州の政治活動につ '近世初期畿内支配に関する関係文献を精読し､自己 理に組み入れ､本論文を説得力あるものにしている点は注目に値する｡そしてその双方を融合して新たな遠州像を構築し 努力 敬意 値する｡以上の点から深い実証性に裏づけられている論文であると判断した｡四㌧　口頭試問について
青木･新井･高埜の三委員によって行なった｡深谷信子
さんは､三委員からの総括的質問と個別的質問に対し'適切かつ明解に答えられ十分に対応されたと判断した｡ちなみに､公開口頭試問の参加者は八人だっ ｡五､研究の展望
口頭試問において､深谷信子さんは本論文執筆以後の研
究についても述べられ'今後遠州の分析をさらに深めて行-とともに､近世茶道史全般に目配りし遠州の茶風が諸大名間にいか 根づいていったかを論証 たい旨の将来計画が述べられた｡ますます精進し新たな研究成果を期待したい｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
Ⅱ　学位授与要記二　氏名･本籍　深谷信子　(東京都)二'学位の種類三､学位記番号四㌧　 位授与 条件五､学位授与年月日六'学位論文題目七､審　査　委　員
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